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〈編集後記〉
「低温 センターだ より」 の編集委員会 は、年4回 の発行 に合わせ て、3、6、9、12月

に、吹田 と豊 中 とで交替で開かれます。そ こではまず、集まった次号 のための原稿 を回 し

読み し、表紙 に使 う図や、記事 の配列な どを決めてい きます。新 しい原稿 を発行前 に読め

るの はうれ しいのですが、じっ くり読 むことはで きませ ん。この作業は比較的早 く終 わ り、

続 いて次々号の原稿 の検討 に入 ります。「低温セ ンターだ よ り」では一般投稿 も歓迎 して

いるのですが、原稿が持 ちこまれることは、残念 なが ら今の ところはあ まり多 くあ りませ

ん。 ほとんどは、各編集委員か らの 「○○ さんがやっている×××で、お もしろい結果が

出ているので、原稿 を頼 もうと思 う(あ るいは、既 に頼んだ)の ですが」 とい う提案 によっ

て、記事 のタイ トルが揃 ってい きます。ときには、「あの研究室 には しば らく書いてもらっ

てい ないか ら、頼めば何か書いて もらえるで しょう」 とい うような、大雑把 な話 もあ りま

す。 タイ トルに興味 を持 った他 の委員か ら 「へ 一、それはどうい うことなんですか」 と質

問が出て、その話題 をめ ぐってひ としきり話 に花が咲 く、 とい うことは よくあ り、その中

には記事 にはな らない もの もた くさんあ りますか ら、我々委員 はさまざまな情報 を仕入れ

るこ とがで きます。12月 の編集委員会の後 は、続いて忘年会が必ず開かれ ますが、 これが

編集委員 をやっていて一番の楽 しみです。楽 しみ に しているの は、酒で はな く(それ もあ

りますが)、 編集作業 を離 れた多士済済の編集委員 の問の、いつ もよ り以上 に活発 な会話

です。以前 は喧嘩寸前の大激論 になることもよ くあ りま したが、最近 は私 も含 めて編集委

員が小粒 になったのか、 だいぶお とな しくなって しまったのが残念 です。

私事ですが、4月 に転勤 によって、阪大 ならびに低温 センターだ より編集委員会 を離れ

ました。気がついたら、18年 以上 も編集委員 を務め、最古参 となってい ました。この機会

に、「低温セ ンターだよ り」の舞台裏 を、回想 しなが らご紹介 してみ ました。

(栗田 厚(現:関 西学院大理工))

大 阪大学低温 セ ンターだ よ り 第122号

平成15年4月 発行

編集責任者

発 行 者

北 岡 良 雄

大阪大 学低温 セ ンター

吹 田分 室 大 阪府 吹 田市 山田丘2番1号

電話(06)6879-7985

豊 中分 室 大 阪府豊 中市待兼 山町1番1号

電 話(06)6850-6691

印 刷 所 阪東 印刷 紙器 工業所

大 阪市福 島区玉 川3丁 目6番4号

電 話(06)6443-0936(代 表)



目' 次

No.122

巻頭言

有機合成と低温 植 田 育男 ………1

研 究 ノー ト

極短および極長の有効光路長を持つ半導体における遠赤外共鳴ファラデー効果

……理学研究科 鈴木 正人

藤井 研一

大山 忠司 ………2

シア ン処理 に よるSi/Sio2界 面の界面準位 の低減

………産業科学研究所 高橋 昌男 ………8

液液界面反応のその場測定法 理学研究科 渡會 仁 ………15

ElectricPropertiesofCryogenicRareGasLiqu孟dsandTheirApplicationsinRadiationDetectors

… … …GraduateSchoolofEngineeringWemerF .Schmidt

KatsumiYoshino… … …20

・岬5せ
一

つ 瀕 の肇内
34

平成i4年 度寒剤供給状況 ぎ 35

表緻 明 シ アン処理によ堺 画難 灘 を運論鱗 講 す砒 めに用いたクラスターモデル・左

・ ・側が
、高6、/sl界面のシリコン原子にダングリングボン ドが存在するモデル,右 側が、

界面 のシ リコンダングリングボ ン ドにSi-CN結 合が生成 したモデル。(本 文p。11参照)


